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Ｏ
Ｈ
Ｋ｢

金
曜
Ｇ
７｣

が
取
材

２
月

日
（
金
）
、
Ｏ
Ｈ
Ｋ
（
岡
山
放
送
）

15

の
Ｔ
Ｖ
番
組
「
金
曜
Ｇ
７
」
で
本
校
の
生
徒

の
取
組
が
放
送
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
同

放
送
局
が
今
年
度
春
先
か
ら
継
続
し
て
取
材

に
来
ら
れ
て
い
た
も
の
で
、
７
月
に
続
い
て

２
度
め
の
放
送
で
す
。
今
回
は
『
情
熱
だ
け

は
負
け
な
い
！
食
を
支
え
る
高
校
生
』
と
題

し
て
、
テ
ン
ペ
チ
ー
ズ
の
商
品
化
に
挑
戦
し

て
い
る
生
徒
、
全
国
お
米
甲
子
園
で
金
賞
を

受
賞
し
た
生
徒
た
ち
、

さ
ら
に
は
酪
農
家
へ
の

夢
の
実
現
に
向
け
て
進

学
を
決
め
た
生
徒
ら
を

取
り
上
げ
た
も
の
で
す
。

胸
を
張
り
、
笑
顔
で

堂
々
と
夢
を
語
る
生
徒

た
ち
の
姿
。
改
め
て
頼

も
し
く
思
い
ま
し
た
。

２月の行事

14(木) 学校保健委員会

20(水) 第 4回 PTA 役員会・評議員会

22(金)～ 28(木) 1・2 年学年末考査

28(木) 卒業式予行・同窓会入会式

就農予定者激励会・退舎式

３月の行事

1(金) 卒業式

4(月) 学校評議員会・学校評価委員会

12(火)～ 13(水) 学力検査・面接

19(火) 合格発表・終業式・寄宿舎閉舎

26(火) 入学許可予定者招集日

平成 24 年度 高松農業高校研究発表会 （1月 23 日・31 日／ 2 月 1 日）

「
モ
モ
の
せ
ん
定
」
講
習
会
を
開
催

２
月

日
（
火
）
、
本
校
平
山
果
樹
園
に
お
い

19

て
、
園
芸
科
学
科
２
年
生
果
樹
専
攻
生

名
が

13

「
モ
モ
の
岡
山
自
然
流
弱
せ
ん
定
栽
培
に
お
け

る
せ
ん
定
及
び
冬
管
理
」
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。
講
師
に
、
総
社
市
で
清
水
白
桃
等

ａ
余

70

り
の
モ
モ
栽
培
を
手
が
け
て
お
ら
れ
る
秋
山
陽

太
郎
氏
を
お
迎
え
し
、
モ
モ
の
樹
形
づ
く
り
や

冬
季
せ
ん
定
の
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
専
攻
生
も
早
速
、
間
引
き
枝
に
鋸

や
鋏
を
入
れ
て
い
ま
し
た
。
間
も
な
く
モ
モ
の

摘
蕾
（
て
き
ら
い
）
作
業
が
忙
し
く
な
り
ま
す
。

岡山県地域人材育成事業

｢スクール･ファームステイ｣開催

平成 25 年 1 月 22 日(火)・23 日(水)の両日、

岡山外語学院に学ぶ留学生（中国・韓国・ネパー

ル）19 名を本校にお迎えし、「スクール・ファー

ムステイ」を開催しました。

これは、今年度から本校が取り組んでいる『地

域人材育成事業』の一つとして実施したもので、

グローバル化が進む社会の中で、将来、国際人と

して活躍できる素養となる「英語力」や「コミュ

ニケーション能力」を養うことがねらいです。

対象は食品科学科２年生と３年生で、留学生の

方々と一緒にシュークリームや味噌マフィン作り

の実習を行いました。日本語勉強中の留学生とい

うこともあり、気軽に話しかけ合いながら実習に

取り組み、最後には中国語を教えてもらったり、

岡山弁を伝授したりと、楽しい時間を過ごしまし

た。今後もコミュニケーションのツールとして外

国語を身に付けてくれることを期待しています。

ビ
タ
ミ
ン

タ
カ
ノ
ー

校
長

石

田

正

人

ビ
タ
ミ
ン
と
は
「
活
性
な
た
ん
ぱ
く
質
だ
」

と
教
壇
に
立
っ
て
い
た
頃
、
生
徒
に
教
え
て
い

た
。
恩
師
が
聞
い
た
ら
き
っ
と
叱
ら
れ
る
だ
ろ

う
。
さ
て
、
本
年
度
も
あ
と
少
し
と
な
っ
た
が
、

今
日
は
、
本
校
に
通
っ
て
く
る
生
徒
ら
が
、
本

校
で
ど
う
い
っ
た
勉
強
や
活
動
を
し
て
い
る
か

紹
介
し
よ
う
と
思
う
の
で
あ
る
。
本
校
は
農
業

単
科
の
県
立
の
専
門
高
校
で
あ
る
。
だ
か
ら
と

言
っ
て
決
し
て
特
別
な
学
校
で
は
な
い
。
ま
ず
、

普
通
教
科
で
は
、
国
語
、
数
学
、
英
語
、
理
科
、

社
会
、
保
健
体
育
、
芸
術
（
音
楽
・
美
術
・
書

道
）
そ
し
て
家
庭
科
を
学
ぶ
。
専
門
教
科
は
５

つ
の
学
科
に
分
か
れ
る
が
、
農
業
と
い
う
大
学

科
の
中
で
、
農
業
科
学
科
は
作
物
・
野
菜
・
有

機
野
菜
・
起
業
家
教
育
・
農
業
機
械
・
農
業
経

営
を
学
ぶ
。
次
に
、
園
芸
科
学
科
は
草
花
・
果

樹
・
園
芸
セ
ラ
ピ
ー
・
植
物
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
を
学
ぶ
。
畜
産
科
学
科
は
酪
農
・
養
豚
・
養
鶏
、

そ
し
て
実
験
動
物
を
学
ぶ
。
続
い
て
農
業
土
木
科
は

測
量
・
設
計
・
施
工
・
地
域
環
境
を
学
ぶ
。
最
後
に
、

食
品
科
学
科
は
食
品
加
工
・
微
生
物
・
食
品
化
学
を

学
ぶ
。
そ
し
て
、
課
外
活
動
で
は
生
徒
ら
は
十
三
の

運
動
部
と
十
二
の
文
化
部
、
さ
ら
に
二
つ
の
会
・
研

究
部
で
活
動
す
る
。
ま
た
、
全
校
生
徒
は
、
生
徒
会

・
農
業
ク
ラ
ブ
・
家
庭
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
、
自
主
活

動
と
し
て
、
様
々
な
活
動
を
す
る
。
さ
ら
に
・
清
親

寮
・
保
健
室
・
図
書
館
・
購
買
は
本
校
教
育
活
動
の

中
で
不
可
欠
な
役
割
を
果
た
し
て
く
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
を
総
称
し
て
「
ビ
タ
ミ
ン
タ
カ
ノ
ー
」
と
私
は

呼
ぶ
。
高
農
の
生
徒
が
生
き
生
き
と
し
て
い
る
の
は

こ
れ
ら
の
お
陰
だ
。
そ
う
言
え
ば
、
岡
山
県
の
伊
原

木
知
事
は
、
好
ん
で
“
生
き
活
き
”
と
い
う
言
葉
を

使
わ
れ
る
そ
う
だ
。
こ
の
よ
う
に
今
の
高
農
を
文
字

通
り
生
き
活
き
と
さ
せ
た
百
八
十
六
名
の
高
農
の
百

十
四
回
目
の
卒
業
式
が
明
日
行
わ
れ
る
。

今年も各学科の３年生による研究発表会が開催されました。専門学習の

中でそれぞれが研究課題を見つけ、一年間取り組んだ成果を発表しました。

発表会は、大学の卒論発表さながらで、内容的にも興味深い発表が多く、

大学や企業と連携した報告もありました。進行役は１・２年生が担当し、

先輩たちの発表に鋭い質問を交わしていました。発表した３年生の成長ぶ

りはもちろんのこと、下級生たちの「僕はあの先輩の研究テーマを引き継

ぎたい」という会話に、この発表会の素晴らしさを実感しました。




